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総合評価 

コア技術の開発及び実用化に向けた体制構築等の活動が精力的に行われていると

評価できる。センサーの実環境におけるロバスト性の検証や、代替技術に対する優位

性の明確化、市場性を含めたビジネス面の検討など、実用化に向けた今後の進展を期

待する。 
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